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はじめに 

 

東日本大震災から６年半が経過しましたが、「首都直下型地震」をはじめと

する大規模地震の切迫性が高まっているとともに、近年は、熊本地震や記録的

な豪雨などの自然災害により、甚大な被害を受けるとともに、尊い命が失われ

ています。そうした自然災害から児童・生徒の大切な「いのち」を守らなけれ

ばなりません。 

 

児童・生徒の「いのち」と地域の方々の「いのち」を守るためには、学校の

立地条件や特徴を踏まえて、日頃から学校と地域・保護者とが「顔の見える関

係」を作り上げておくとともに、連携・協力して災害時を想定した実践的な防

災訓練等を実施することがたいへん有効です。 

 

この冊子は、各学校が地域との「顔の見える関係」づくりを行う際のヒント

となるよう、地域と連携した取組みや実践的な防災訓練などの取組みを進めて

いる学校の事例をまとめました。また、障害のある児童生徒に配慮した対応の

参考となるよう、今年度より特別支援学校の訓練事例もとり入れました。 

 

この事例集を参考に、全ての県立学校において、防災対策の推進が図られる

ことを願っています。 

 

平成 29年 12月 

神奈川県教育委員会教育局 

総務室長 落合 嘉朗 
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事例１　川崎北高等学校　「幼稚園等と連携した防災訓練」
　

名　　　称 　平成29年度防災教育

日時・場所
　平成29年８月30日（水）９時～11時40分
　ホームルーム教室、グラウンド、体育館、職員玄関前駐車場、中庭

学習のねらい

○災害に直面した時、自らの命を守るとともに他者の命を守る意識を育成する。
○地震を想定した避難訓練を実施することで、生徒の迅速な避難および安全の確
　認を行う。
○消防署による講話や体験授業によって、災害に対する日常的な心構えや災害発
　生時の行動などについて学習する。
○災害時帰宅グループや帰宅ルートを確認し、安全に帰宅するための準備を行う。

主　　　 催 　学校主催（地震）

参 加 団 体 　中有馬保育園、高津養護学校分教室

参 加 人 数 　自校生徒987名・教職員60名、中有馬保育園50名、高津養護学校分教室24名

事 前 準 備

　５月　所掌グループで企画を立案
　６月　企画会議、職員会議で提案、教職員に周知
　　　　宮前消防署との打合せ
　　　　中有馬保育園、高津養護学校分教室へ参加の依頼
　７月　生徒に周知

実 施 内 容

○避難訓練・防災講話（川崎北高等学校生徒、高津養護学校分教室生徒）
　大規模地震が発生した想定で、避難訓練を行った。
（１）各教場で、シェイクアト訓練を行った。
（２）グラウンドへの避難訓練を行い、校長の講評、宮前消防署署員の講評、防
　　　災講話を受けた。

○体験授業
（１）自校１年生徒、高津養護学校分教室生徒、中有馬保育園園児
　　　水消火器を用いた初期消火訓練、煙体験ハウスでの煙体験訓練を行った。
（２）自校２年生徒、高津養護学校分教室、中有馬保育園園児
　　　地震体験車での地震体験をした。
（３）自校３年生徒
　　　応急救護訓練として、心肺蘇生訓練用マネキン、訓練用ＡＥＤを用いた心
　　　肺蘇生法講習を受けた。

○帰宅訓練（集合のみ）・災害図上訓練(自校生徒のみ）
　　・災害時帰宅方面グループにそれぞれ分かれて集合した。
　　・生徒同士の顔合わせを行い、班長と副班長を選出した。
　　・ハザードマップを作成し実際の帰宅ルートの確認とともに、家屋や塀の倒
　　　壊を想定し大きな道を迂回して帰宅するルートも確認した。また、地域の
　　　危険個所、公共施設、医療機関、避難所、防災倉庫・工場の確認や帰宅途
　　　中の留意点について、生徒に意見を出させた。
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参 加 者 の
主　な   声

【保育園職員】
○川崎北高校の生徒と交流できてよかった。

【教職員】
○今回、避難経路で、公道を横断することがあり、安全面に注意して実行するこ
　とができた。
○合同の訓練で、全体の動きが確認できてよかった。

工夫した点
○自校生徒、高津養護学校分教室生徒、中有馬保育園園児が体験授業に参加でき
　るようにした。

成　　　果

○宮前消防署の協力により、体験学習の内容を充実することができ、災害に対す
　る日常的な心構えや災害発生時の行動などについて学習することができた。
○災害図上訓練を通じて、地域理解を深め、学校周辺の危険個所を情報共有する
　ことができた。

課　　　題 　公道の横断時における安全確保等、避難経路について検討していきたい。

今後の展開 　今後、授業等での活用を含め、より内容の充実に努めていきたい。
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事例２　相模田名高等学校　「自治会、消防署と連携した訓練」

名　　　称 　防災避難訓練

日時・場所 　平成29年５月15日（月）14時25分～15時15分 　グラウンドほか

学習のねらい
○地震発生時における迅速な避難
○誘導と適切な対処訓練

主　　　 催 　学校主催（地震）

参 加 団 体 　半在家自治会、相模原消防署

参 加 人 数 　自校生徒805名・教職員60名、半在家自治会５名、相模原消防署10名

事 前 準 備

　３月　所掌グループで企画し、同時に消防署との連絡調整並びに申請書類を
　　　　提出
　　　　企画会議で提案、職員会議で報告し教職員に周知
　４月　新年度着任者を含む教職員に再度周知。近隣自治会に参加依頼
　５月　関係各位との最終確認

実 施 内 容

○想定地震によるグラウンドへの避難訓練を全校生徒が行った。その後、各学
　年に分かれ、消防署員の協力のもとで地震や火災の際の対処のしかたを学ん
　だ。
（１）地震避難訓練
　　　　各ホームルームにおいて、安全確保の訓練をした後、地震に起因する
      出火の想定でグラウンドへの避難訓練を行った。
　　　　これについて消防署員の講評を受けた。
（２）実習
　　・消火訓練　：１年生が消火の状況判断と消火器の操作方法を学んだ。
　　・起震車体験：２年生が起震車による揺れととっさの行動を体験した。
　　・煙体験　　：３年生が煙の中を移動して避難する体験をした。
　

　　　　　【起震車体験】　　　　　　　　　【煙体験】

参 加 者 の
主　な   声

【自治会】
○迅速な避難訓練ができていた。自治会でも起震車体験等を実施しており、経
　験がより効果的である。

【教員】
○避難集合は普段と変わらず速やかにできていた。人数確認に手間取ってしま
　ったのが残念。

工夫した点 　内容のあるもので、かつ授業確保の観点からも実施できるよう計画した。
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成　　　果

○訓練を通して、生徒の防災に対する意識を高めることができた。
○起震車や煙体験をすることで、災害の恐ろしさを体験できた。
○消火訓練をすることで、消火器の適切な使い方を体験できた。
○地域関係者に参加を依頼して、訓練の理解を得た。

課　　　題
○人数確認終了まで全員の意識を持続させること。
○時間内に終了できるように企画を見直すこと。

今後の展開
　本校の他の行事と違い、防災訓練の面での地域連携は歴史が浅い。今後、地
域の方々と共に考え参加できる企画が望まれる。
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事例３　相模原中等教育学校　「大規模地震を想定した避難訓練」

名　　　称 　防災避難（帰宅班確認等）訓練

日時・場所 　平成29年９月26日（火）14時５分 ～15時45分　グラウンド

学習のねらい

○大規模地震が発生したときに、誘導・避難・人員確認までを安全かつ迅速に
  行えるようにする。
○様々な経験をすることにより、防災に対する意識を高め、他者の気持ち・行
　動を想像できる力をはぐくむ。
○市機関との連携を図る。

主　　　 催 　学校・地域共催（地震）

参 加 団 体 　相模原市南消防署、相模原市

参 加 人 数 　自校生徒937名・教職員63名、相模原市南消防署10名、相模原市30名

事 前 準 備

○地震発生時の避難および点呼
　避難経路の徹底・集団下校グループの作成及び周知
○起震車・消火体験・煙体験
　消防署との打合せ・起震車体験・消火体験のグループ決め
〇市の帰宅困難者誘導訓練
　市との打合せ・帰宅困難者役生徒の移動方法の確認

　

実 施 内 容

○地震での避難訓練に加えて、起震車体験や煙体験等を行い、防災について体
　感して考えられる訓練を行った。
（１）地震発生時の避難及び点呼確認
　　　地震発生時における自身の安全確保・避難および点呼確認・集団下校グ
　　　ループの確認
（２）起震車体験
　　　起震車にて過去の大地震の震
　　　度を体感する。
（３）煙体験
　　　煙（実際は水蒸気）が充満し
      た空間に入り状況を体感する。
（４）水消化器体験
　　　水消化器を利用して消火する
      体験をする。
（５）帰宅困難者誘導訓練
　　　生徒が帰宅困難者役と誘導さ
      れる側の体験する。

【市職員から避難誘導の説明を受ける】

【最寄り駅から自校までの避難訓練】 【起震車体験】
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参 加 者 の
主　な   声

　起震車・煙体験・水消化器訓練では、「怖かった」という声が多く聞かれた。
また、帰宅困難者の誘導者（市の職員）からは、誘導が大変なことが分かった
という声が聞かれた。

工夫した点

○地震発生時の避難訓練の１ヶ月ほど前にシェイクアウト訓練を行い、防災の
　意識を高めた。
○実際の状況により近づけるため、帰宅困難者の誘導では、教員は誘導者の補
　助をあえて行わなかった。（例年市職員が生徒を誘導する際に本校の教員が
　誘導の援助を行っていたが本年は行わなかった。）

　 成　　　果

○起震車・煙体験・消火器訓練などを体験することにより、被災した場合に、
　訓練前よりも落ち着いて行動できると思われる。
○帰宅困難者の誘導される側になる訓練では、教員以外の大人の指示で行動す
　る体験ができた。

　 課　　　題
　生徒･職員の意識の向上を図り、保護者との連携も含め形だけの訓練として
でなく、被災したときに実用的な訓練にしていくこと。

今後の展開 　引き取り訓練、シェイクアウト訓練を実施する予定。
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事例４　瀬谷養護学校　「緊急地震速報受信装置を活用した訓練」

名　　　称 　平成29年度　第２回　避難訓練

日時・場所 　平成29年９月７日（木）10時～11時　 各教室、グラウンド

学習のねらい

○緊急地震速報受信装置を活用した避難訓練を実施することにより、地震発生
  時に児童生徒に落ち着いて行動する態度を身に付けさせる。
○起震車体験により、地震の際の対応を学習する。
○煙体験（煙体験ハウス）により火災で煙が発生した際の対応法を学習する。

主　　　 催 　学校主催（地震）

参 加 団 体 　瀬谷区災害ボランティアネットワーク、瀬谷消防署、瀬谷養護学校ＰＴＡ

参 加 人 数
　自校生徒234名・教職員137名、保護者３名、瀬谷消防署８名
  瀬谷区災害ボランティアネットワーク８名

事 前 準 備
　６月　消防署に起震車、煙体験ハウス設置の依頼
　７月　瀬谷区災害ボランティアネットワークに避難訓練参観の依頼
　７月　ＰＴＡ本部役員に避難訓練参加の依頼

実 施 内 容

○緊急地震速報受信装置を活用した避難訓練を実施した。
（１）避難訓練
    ・緊急地震速報を合図に避難行動（シェイクアウト）を行い、地震発生時
　　　に落ち着いて行動できる態度を身につける。
　　・地震による避難経路、避難場所の確認と安全な避難行動を身につける。
（２）煙体験
　　　煙体験ハウスを活用し火災で煙が発生した際の対応法を身につける。
（３）起震車体験
　　　起震車を活用し地震の際の安全確保行動を身につける。

 　【保護者も防災ヘルメット着用で避難訓練参加】　　　【煙体験ハウスで訓練】

参 加 者 の
主　な   声

【瀬谷区災害ボランティアネットワーク】
○児童生徒は緊急地震速報を聞き机の下にもぐるなど真剣に身の安全確保を行
  っていた。

【保護者】
○我が子が真剣に避難行動に参加していたので感心した。

【教員】
○緊急地震速報を活用した訓練は、回を重ねるごとに上達している。
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工夫した点

○地域の方や保護者に避難訓練の様子を参観していただくよう年度当初から周
  知した。
○起震車体験、煙体験ハウスをできるだけ多くの児童生徒が参加できるように
  避難訓練ごとに依頼をした。

成　　　果
○地震が発生した際の避難経路の確認ができた。
○地震が発生した際の安全確保行動を身につけることができた。
○救護訓練を実施し、職員救護班員の救護手順の確認ができた。

課　　　題
○雨天時の避難場所の確保（テントが不足している）。
○防火シャッターの円滑で安全な操作の習得（防火シャッターが手動操作のた
  め）。

今後の展開
○地域や保護者との連携を深めるためにも、学校からのさらなる情報発信に努
　める。
○防災減災につながる必要物品の充実を図る。
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